
２-１ 高分解能粉末回折機能（解析事例） 

YBCO  25mg 
12h measurement 12.5Hzモード@ 300kW 

標準試料量500mgでは、〜10分@1MW(12.5Hzモード) 
            〜5分＠1MW(25Hzモード) 

酸化物超伝導体材料の短時間測定 
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２-１ 高分解能粉末回折機能（解析事例） 

LiCoO2  100mg 
2h measurement @ 280kW 

1MW時には500mgでも、8分で測定が可能 

Liの吸収を考慮すると、吸収の少ない通常の酸化物系であ
れば、５分以内での測定が可能になると予想される。 

Ｌｉ電池用正極材料の短時間測定 



イオン伝導経路の可視化 

２-１ 高分解能粉末回折機能（解析事例） 
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次世代全固体Liイオン電池用の新規電解質材料 
（LiGePS）のイオン伝導経路可視化に成功 

伝導イオンの可視化例 

「粉末中性子Rietveld解析＋MEM法による核密度分布解析」により 
超イオン伝導体の伝導イオン種の可視化が可能 

イオン伝導体の伝導特性 

東工大 トヨタ自動車＆トヨタモーターヨーロッパ ＫＥＫ他 



Ta系酸化物触媒の活性点構造解析 
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２-１ 高分解能粉末回折機能（解析事例） 



鉛ホウ酸塩ガラス固化体の構造解析 
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２-２ 全散乱機能（解析事例） 

日揮（株） 
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２-３ 小角散乱機能（解析事例：有機材料） 

ナフィオン膜(®Dupont)の階層構造 茨城大 小泉教授Gr 

小角検出器 低角検出器 

微
分
散
乱
断
面
積

 
(c

m
-1
) 

ナフィオン膜 (Dupont®) 

水クラスター構造 
軽水膨潤 

重水膨潤 

乾燥 

0.007 0.1 1 10 

結晶構造 

波数 q (Å-1) 

結晶グレイン 

超小角 

0.5 0.2 5 

測定時間600sec （200kW, ダブルフレーム運転）  

測定時間 60sec （1MW, シングルフレーム運転）  

100nm 0.1nm 



２-３ 小角散乱機能（解析事例：金属材料） 

鉄鋼材料の小角散乱と回折ピークの同時測定も可能！ 

低炭素鋼の測定解析例 

☆磁場印加試料ホルダー 
  により磁気散乱と核散乱 
  を分離 

核散乱 

（110）回折ピーク 

核散乱＋磁気散乱 

北大 大沼教授、茨城大 小泉教授Gr 

20mm 

試料ホルダー外観 
磁場印加方向 
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